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【全国学力学習状況調査より】

＋面
① ICT を活用した学習支援が行き届いている。また，児童に ICT 機器の活用方法がしっ かりと身に付いている。②国語科の「構造と内容の把握，精査・解釈，考えの形成，共有（聞くこと）」
が身に付 いてきた。③国語科の「共有（書くこと）」が身に付いてきた。
更に伸ばしていける点
①家庭での学習習慣の定着。②国語，算数への苦手感③算数を好まない子が一定数いる。

子どもが学びを積み上げられる授業作り

【授業研究】
○日常の授業改善
○授業作りのヒントの共有→実技研修
【授業公開】
○授業交流期間の設定
→授業を見合って考え合う

自分自身で課題を解決できる力の育成

【基礎的・基本的な学力の保障】
○日々継続できる学力 UPの取組
○安心して学習に取り組める学級経営の工夫
○各学年で身に付けさせたい力の共有



校内研修



昨年度までの研修の成果 

校内研修

話す・聞く力の向上 

授業への集中力 

学習への関心ＵＰ 



見えてきた課題 

校内研修

学力差 

向上心・協力意識 

特性への配慮 

他者意識 

姿勢の保持・挨拶 

学力テスト等 



「主体的・対話的で深い学び」の更なる実現

①　自ら学びを積み上げていく 

 

②　基礎的・基本的な学力 

　　　　→課題を自分の力で解決 

校内研修



わかる・できるから，次も取り組みたいと思える授業作り
　　　　　　　　　～学びを積み上げる資質・能力の育成～
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学級集団

カリキュラムマ
ネジメント

授業交流

実技研修

学力UPの
日常的な取組

【研修テーマ】


